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古文や漢文の返り点を
スムーズに入力しよう

文語モードで入力する

ATOKパレットの ［表現モード：一般］を
クリックし、［文語］を選択します。1

文語モードに切り替わります。
「あまのはらふりさけみればかすがなる」と入

力してスペースキーを押します。

2

古文特有の歴史的仮名づかいや古風な慣用表現を入力
する際、思うように漢字変換できずに困ったことはあり
ませんか？ そんな時はATOKを使うとスイスイ変換で
きます。
また、漢文の返り点も、一太郎で美しく入力できます。
国語の教材作成に、ぜひお役立てください。

文語モードなら、「百人一首」や「徒然
草」など古典作品の文章を入力するのも
快適。ひらがなをカタカナで入力したり、
「っ」「ゃ」などの小書き文字を抑制した
りできるよ。
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3 「天の原ふりさけ見れば春日なる」と変換されるので、［Enter］キーを押して確定します。

右のようには変換されるのは、文語モードでは文語
表現を優先して変換するためです。一般モードでは、
右のような変換結果は得られません。

ひらがなをカタカナで入力する

文語モードでは、通常ひらがなで表示されるところをカタカナで入力することができます。

	 例）	「あめにもまけず」→「雨ニモマケズ」

❶	ATOKパレットの ［メニュー］をクリッ

クして基本のメニューから［プロパティ（環

境設定）］を選択します。

❷	［入力・変換］シートの［設定項目］で［文

語］を選択します。

❸	［ひらがなをカタカナで表示する］にチェッ

クを入れて［OK］をクリックします。

「っ」「ゃ」などの小書き文字を、通常の大きさの文字に変換する

文語モードで入力する時、「っ」「ゃ」などの小書き文字を、「つ」「や」など通常の大きさに変換

します。

	 例）	「フロックコートをまとった老紳士が」→「フロツクコートをまとつた老紳士が」

❶	ATOKパレットの ［メニュー］をクリッ

クして基本のメニューから［プロパティ（環

境設定）］を選択します。

❷	［入力・変換］シートの［設定項目］で［文

語］を選択します。

❸	［「っ」「ゃ」などを小書きしない］にチェッ

クを入れて［OK］をクリックします。

なお、［「っ」「ゃ」などを小書きしない］と[カ

タカナは対象外とする］にもチェックを入れ

ると、カタカナだけは小書きに（「フロックコートをまとつた老紳士が」と変換）することもできます。
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［書式−文字割付−上下付き文字］を選択
します。2

漢文の返り点（レ点）を入力する

一太郎で漢文の文章を入力し、レ点を入力し
たい位置にカーソルを置きます。1

文字と文字の間にスペースを入力すると見やすくな
ります。

［上下付き文字］ダイアログボックスで［下付
き］に「レ」と入力し、［サイズ］を「50」に

指定して［設定］をクリックします。
レ点が入力されます。

3

上下付き文字の右（横組文書の場合は下）には、ピ
ンクのラインが表示されます。
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漢字と返り点の文字間隔を調整する

漢字と返り点の字間を調整すると、見た目を美

しく整えることができます。

❶	漢字と返り点を範囲指定して、［書式−フォン

ト・飾り−設定］を選択します。

❷	［フォント・飾り］ダイアログボックスで、［字

間］シートの［字間］にチェックを入れ、数値

を小さい値（例：0%）に変更して［OK］を

クリックします。

特殊な返り点を入力する

一点とレ点を組み合わせた特殊な返り点を入力したい場合も、字間を調整して入力します。

❶	返り点を入力したい位置にカーソルを置き、［書式ー文字割付ー上下付き文字］を選択します。

❷	［上下付き文字］ダイアログボックスで［下付き］に「一」と入力し、［設定］をクリックします。

❸	同様に「レ」も［上下付き文字］の［下付き］で入力します。

❹	「一」と「レ」を範囲指定して、［書式−フォント・飾り−設定］を

選択します。

❺	［フォント・飾り］ダイアログボックスで、［字間］シートの［字間］

にチェックを入れ、数値を負の値（例：−70%）に変更して［OK］

をクリックします。

指定する数値は1行の文字数の設定により異なるので、結果を画面

で確認しながら数値を調整するようにしましょう。

漢文の送りがなを入力する

漢文の送りがなも、返り点と同様に「上下付き文字」で入力できます。

❶	送りがなを入力したい位置にカーソルを置き、［書式ー文字割付ー上下付き文字］を選択します。

❷	［上下付き文字］ダイアログボックスで［上付き］に送りがなを入力し、［設定］をクリックします。


